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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■半導体株がけん引し日経平均は上昇 

 先週の日経平均は週間で 386.16 円高(＋1.09％) の

35963.27 円と上昇した。週初から引き続き時価総額の大きい

銘柄が買われ日経平均は36000円台に乗せた。17日には1月

限のオプション特別清算数値を上回る36239.22円まで上昇。

買い一巡後は、中国株の下落などが投資家のモメンタムを冷や

し利益確定売りが強まる場面も見られた。ただ、この下げは、

日経平均の25日移動平均線乖離率が7％を超えたこともあり、

短期的な過熱感が意識されやすい状況だったことも影響した

と推測する。短期的な利益確定を入れたい投資家が、香港ハン

セン指数の急落をきっかけとしただけとの見方だ。一方、為替

市場では1ドル148円台まで円安ドル高が進行したことから、

トヨタ自<7203>が上場来高値を更新するなど輸出関連銘柄が

買われる展開に。週末にかけては、フィラデルフィア半導体株

指数（SOX指数）が大幅高となったことから、東エレク<8035>

やアドバンテスト<6857>など半導体株に買いが集中。日経平均

は35900円台後半で取引を終えた。 

なお、18日引け後に東京証券取引所が発表した1月第2週

目（9日－12日）の投資部門別売買動向では、海外投資家の現

物は9557億円の買い越し、先物も4895億円の大幅買い越しと

なった。CTAなど商品先物系による売買が上昇をけん引した形

ではなく、実需の買いと思われる投資資金が東京市場に流入し

たと思われる。 

 

■週明けに日銀金融政策決定会合 

 先週末の米国株式市場は上昇。395.19 ドル高（＋1.05％）

の37863.80ドル、ナスダックは255.32ポイント高（＋1.70％）

の 15310.97、S＆P500 は 58.87 ポイント高（＋1.23％）の

4839.81ポイントで取引を終了した。19日の大証ナイト・セッ

ションの日経225先物は、通常取引終値300円高の36300円。

SOX指数も前日比4.02％高と大幅続伸していることから、週明

けの東京市場は上昇でスタートする公算が大きい。先週末同

様、半導体株がけん引し日経平均は17日につけた取引時間中

の高値36239.22円を上回る可能性がある。 

週明けに、日本銀行による金融政策決定会合（日銀会合）が

開催され、23 日の日中に結果が発表される。日銀会合のコン

センサスは、「現状の金融政策は据え置き」「「金融政策の正常

化」に向けた検討や時期は明言せず」となっている。昨年末に

は今会合にて早期の「金融政策の正常化」に向けた動きを示す

といった観測もあったが、1月1日に発生した能登半島地震を

受けて一気に後退した。 

 また、今日銀会合で同時に発表される「経済・物価情勢の展

望」にて、2024年度の消費者物価（生鮮食品を除くコアCPI）

と23年度の経済成長率の見通しは下方修正となる公算が大き

い、と既に報じられている。日銀関係者の話によると、24 年

度の物価見通しの引き下げは、原油価格の価格推移などを反映

させるためで、従来の2.8％から2.5％前後に引き下げること

が見込まれるとのことだ。日銀がターゲットとする「2％物価

目標の持続的・安定的な実現」の最大のポイントである今年の

春の賃上げ（春闘）の動きはほぼ想定通りだが、25 年度の物

価見通し（従来は1.7％上昇）に大きな変化はなく、目標の2％

には達しないとの見方だ。 

 そして、昨年7－9月期マイナス成長を踏まえて、23年度の

実質国内総生産（GDP）見通しは、従来の前年度比 2.0％増か

ら下方修正となる可能性が大きくなっている。つまり「金融政

策の正常化」に踏み出す余地は無く、今日銀会合はほぼサプラ

イズゼロとなろう。市場でも、メガバンクなど銀行株が目立っ

て買われていないことから、日銀会合に絡んだ思惑は入ってい

ない様子だ。株式市場にとっては無風での通過を想定する。 

 

■中国株の動向に警戒か 

 日銀会合以外の注目は、下値模索を続ける上海総合指数と香

港ハンセン指数となる。とくに香港ハンセン指数は2022年安

値を割り込んでくると、世界的に金融危機の影響が広がった

2009 年以来の安値水準が見えてくることから、中国株投資家

のモメンタム悪化を招く可能性もあろう。中国株の投げ売りが

加速し、上海総合指数、香港ハンセン指数が一段安の展開とな

った場合、今週さえない動きを見せていた資生堂<4911>、花王

<4452>、ファナック<6954>など中国で事業を展開する銘柄はき

つい動きを見せそうだ。 

 

■25 日に ECB 理事会 

 今週にかけては、国内は、22日から23日に日銀金融政策決

定会合、26日に1月東京都区部消費者物価指数、12月企業向

けサービス価格指数などが予定されている。 

 海外では、22 日に中・1 月中国最優遇貸出金利、米・12 月

景気先行指数、23日に欧・1月消費者信頼感指数（速報値）、

米・1月リッチモンド連銀製造業指数、24日に欧・1月仏製造

業PMI（速報値）、1月独製造業PMI（速報値）、1月ユーロ圏製

造業 PMI（速報値）、英・1 月製造業 PMI（速報値）、米・1 月

PMI（速報値）、25日に欧・欧州中央銀行（ECB）理事会、米・

第4四半期実質GDP（速報値）、12月耐久財受注（速報値）、12

月住宅販売件数、26日に米・12月PCEデフレータなどが予定

されている。 

 

実需の買いと思われる海外勢の投資資金が流入 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

QPS研究所<5595> 

ispace <9348> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■プライム市場中心の相場展開が続く 

 

今週の新興市場はもみ合いか。先週、東証は2025年3月か

ら東証プライム市場に上場する全約1600社に重要情報の英

文開示を義務づけると伝わった。まず決算情報などを対象と

し、日本文と英文の同時開示を求めるとのことだ。上場規則

を改定し、海外投資家が判断しやすい環境を整えるようだ

が、まずはプライム市場から行うことで、プライム市場中心

の相場展開は続くと考える。昨年12月18日には東証がグロー

ス市場に対する施策も発表してはいるものの、今のところ市

場関係者の関心は限定的なようだ。プライム市場優位の地合

いが続くことで、相対的にグロース市場は弱含む展開が想定

される。また、週明けには日本銀行金融政策決定会合が開催

される。コンセンサスは、「金融政策の正常化」が先送りさ

れ目立った話は無いとなっているが、サプライズがあった

際、市場の関心は為替動向の影響が大きい輸出関連銘柄など

大型株に向かいやすい。やはりグロース市場は関心の対象外

となりそうだ。 

 

 

■日計り物色の相場展開が想定 

 

今週は、引き続き短期資金が向かいやすい材料銘柄中心の

相場展開となろう。主力銘柄に資金は向かいにくく、資金の

流出入も早いことから日計り物色の相場展開が想定される。

とりわけ売買代金100億円超えが続いているQPS研究所

<5595>をはじめ、ispace<9348>、INCLUSIVE<7078>など宇宙

ビジネス関連銘柄は、週末にJAXAの小型月着陸実証機「SLIM」

が月への着陸に成功したことから関心は高まりやすい。ま

た、直近IPOの雨風太陽<5616>はポジティブな材料も発表し

物色された流れが継続しそうだ。一方、今週買われていた銘

柄は利益確定売りが入る可能性が高い。新興市場でゆったり

と腰を据えた投資は難しい地合いだ。 

短期資金による日計り物色に留まるが、宇宙関連銘柄に注目 
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■先週の動き 

週初は金融セクターの下げや地政学的リスクの上昇を受

けた売りに押され下落して始まった。週半ば、予想を上回っ

た小売売上高や住宅関連指標など、好調な経済指標を受けた

早期利下げ観測の後退で続落。長期金利の上昇に連れ下げ幅

を拡大するも、連邦準備制度理事会（FRB）が発表した地区

連銀経済報告(ベージュブック)の結果がタカ派的な内容と

ならず、金利も下げ止まると下げ幅を縮小した。週末にかけ

ては、新規失業保険申請件数が労働市場の底堅さを示したた

め再び金利が上昇、売られる場面もあったが、半導体受託生

産の台湾積体電路製造（TSMC）が発表した好調な業績見通し

を受けた半導体やハイテク株の買い戻しの動きが相場を支

え反発。週末にかけても半導体・ハイテク株が相場を一段と

押し上げ、結局、主要株式指数は週を通じ上昇。ダウ平均は

過去最高値、ナスダックは52週高値を更新した。 

 

第4四半期決算を受け金融のゴールドマン・サックス（GS）

は上昇したが、モルガン・スタンレー（MS）は下落。医療会

社のヒューマナ（HUM）はコスト増を背景に23年度通期の業

績見通しを引き下げ下落。クレジットカード会社のディスカ

バー（DFS）は決算が失望され売られた。台湾積体電路製造

（TSMC）（TSM）は市場予想を上回る決算と好調な業績見通し

を発表し上昇。半導体のエヌビディア（NVDA）やアドバンス

ト・マイクロ・デバイセズ（AMD）などが連れ高となった。

携帯端末のアップル（AAPL）が上昇。バンク・オブ・アメリ

カのアナリストが生成AI（人工知能）機能を搭載したiPhone

の発売で販売台数が伸びると予想し、投資判断を引き上げ

た。家庭用品販売のウェイフェア（W）は管理職層とコスト

の削減のため全世界の従業員の 13％を解雇すると発表し上

昇。格安航空会社のスピリット（SAVE）は同業ジェットブル

ー・エアウェイズ（JBLU）による買収計画が連邦裁判所に阻

止され急落していたが、第4四半期の売上高が同社ガイダン

スの上限に達する見込みと発表し大幅上昇。保険会社のトラ

ベラーズ（TRV）は10－12月期決算で売上高及び1株利益が

市場予想を上回ったことが好感され買われた。 

 

■今週の見通し 

今週は主要企業決算が本格化する。半導体関連ではテキサ

ス・インスツルメンツやインテルが発表を予定。先週は台湾

積体電路製造（TSMC）の好調な業績見通しや人工知能（AI）

関連需要への期待を受け半導体株は上昇したが、その上昇基

調を支える内容となるか注目だ。 

今週はまた、10-12月国内総生産（GDP）速報値や12月個

人消費支出（PCE）コアデフレーターにも注目だ。FRBがイン

フレ指標として動向を注視しているコアPCEデフレーターの

12月分は前年比で3.0％の上昇と、11月（3.2％上昇）より

一段の鈍化が予想されている。改めてインフレの鈍化が確認

されれば、利下げ観測の後押しとなるだろう。ただ、足元で

は堅調な経済指標が相次いで発表されており、早期利下げ観

測の後退につながっている。今週発表予定の経済指標が堅調

な内容だった場合、早期の利下げ観測が一段と後退する可能

性もある。先週はFRB高官による早期の利下げ期待をけん制

する発言が相次いだが、今週は当局者が金融政策についての

発言を禁じられるブラックアウト期間に入る。次回1月末に

開催する連邦公開市場委員会（FOMC）で政策金利を据え置く

見込みだ。 

 

経済指標では、12月先行指数（22日）、1月リッチモンド

連銀製造業指数（23日）、1月製造業PMI（24日）、12月シカ

ゴ連銀全米活動指数、10－12 月国内総生産（GDP）速報、12

月卸売在庫速報、12 月耐久財受注速報、12 月新築住宅販売

件数、新規失業保険申請件数（25日）、12月個人所得・支出、

PCEコアデフレーター、12月中古住宅販売仮契約（26日）な

どの発表が予定されている。 

 

主要企業決算では、航空会社ユナイテッド（22日）、技術・

金融サービスのゼネラル・エレクトリック、ヘルスケア製品

メーカーのJ&J、製造業の3M、消費財メーカーのP&G、通信

会社のベライゾン・コミュニケーションズ、住宅建設会社の

DRホートン、動画配信のネットフリックス、半導体メーカー

のテキサス・インスツルメンツ（23日）、通信会社AT&T、コ

ンピューター・ソリューションを提供する IBM（24 日）、航

空会社アメリカン、化学品メーカーのダウ、半導体メーカー

のインテル（25 日）、クレジットカード会社のアメリカン・

エキスプレス（26日）などが予定されている。 

主要企業決算、GDP や PCE コアデフレーターに注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 146.00 円 ～ 150.50 円 

債券先物予想レンジ 146.30 円 ～ 147.10 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.620 ％ ～ 0.720 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きか。今週発表予定の米経済指標

は低調な内容が予想されている。10-12 月期国内総生産（GDP）速

報値は 7-9 月期の実績を下回る見込み。米国経済の減速が顕著に

なった場合、利下げ時期前倒しへの思惑が広がり、長期金利の低

下を手がかりにドル売りが強まる可能性がある。ただ、日本銀行

は大規模金融緩和を堅持する方針であり、マイナス金利の解消な

ど本格的な緩和修正は来年度以降とみられ、日米金利差の早期縮

小観測は後退した。 

 

そのため、リスク選好的なドル買い・円売りがただちに縮小す

る可能性は低いとみられる。なお、本格化する米企業決算でハイ

テク関連が注目される。好業績で米国株高が持続した場合、リス

ク選好の円売りが強まることも想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

【米・10-12月期国内総生産（GDP）速報値】（25日発表予定） 

 25日発表の米10-12月期国内総生産（GDP）速報値は前期比年率

＋1.8％と、7-9月期の＋4.9％から大きく減速する見通し。市場予

想と一致、または下回った場合はドル安要因に。 

 

【米・12月コアPCE価格指数】（26日発表予定） 

1月26日発表の12月コアPCE価格指数は前年比＋3.0％と、前

回実績の＋3.2％から伸びの鈍化が予想される。市場予想を下回っ

た場合、インフレ緩和期待でドル売りが強まる見通し。 

■今週の見通し 

今週（1月22日－26日）の債券市場では長期金利は底堅い動き

を維持する可能性がある。日本銀行が22－23日に開催する金融政

策決定会合では政策据え置きが見込まれているものの、次回会合

以降のマイナス金利政策解除に向けた地ならしの動きが警戒され

る。 マイナス金利の解除は4月との見方が多いものの、年度内に

解除されてもおかしくない状況。3月期末を控えて金融機関は動き

づらい。今週行われる40年国債入札については、国内勢の需要が

あまり期待できないため、やや低調な結果になるとの見方が多い

ようだ。 

 債券先物3 月限は主に146 円台で推移か。日銀金融政策決定会

合の結果判明を待つ状況だが、2024 年度の物価見通しが従来予測

とおおむね同水準だった場合、マイナス金利政策の早期解除が警

戒されるため、債券先物は147円近辺で上げ渋る可能性が高い。 

■先週の動き 

先週（1月15日－19日）の長期債利回りは反発。18日に行われ

た20年国債の入札結果が低調だったことが嫌気された。米国の早

期利下げ観測の後退により米国の長期金利が上昇したことも重し

になった。20年国債入札の最低落札価格は98円45銭と市場予想

の98 円 60 銭近辺を下回った。利回り水準の低下を嫌った投資家

が多く、入札前に国内投資家などから長期債と超長期債の売りが

入ったようだ。今月開催の日本銀行金融政策決定会合では金融政

策の現状維持が見込まれているものの、今後の政策修正に向けた

警戒感は消えていないことも債券利回りの低下を阻んだ。 

10年債利回りは0.577％近辺で取引を開始し、一時0.556％近辺

まで低下したが、19日に0.673％近辺まで反発し、0.668％近辺で

この週の取引を終えた。 

債券先物3月限は弱含み。147円57銭で取引を開始し、一時147

円74銭まで買われたが、米国の早期利下げ観測が後退したことや

20 年国債入札の低調な結果が嫌気されたことで売りが強まり、19

日の取引で146円64銭まで下落し、146円68銭でこの週の取引を

終えた。 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

3073 ＤＤグループ 1,522.0 21.76 7172 ジャパンインベストメントアドバイザー 807.0 -45.66  海運業 6.82

3778 さくらインターネット 3,280.0 19.49 3697 ＳＨＩＦＴ 25,585.0 -27.09  証券業 3.81

3994 マネーフォワード 5,354.0 19.08 2471 エスプール 308.0 -26.84  輸送用機器 2.66

2337 いちご 370.0 17.83 6532 ベイカレント・コンサルティング 3,513.0 -23.50  卸売業 2.35

9600 アイネット 2,104.0 16.69 3659 ネクソン 2,274.5 -16.87  鉄鋼 2.19

6814 古野電気 2,139.0 16.19 9517 イーレックス 727.0 -16.44  金属製品 2.00

3498 霞ヶ関キャピタル 10,740.0 15.73 7130 ヤマエグループホールディングス 3,405.0 -16.34  銀行業 1.57

6857 アドバンテスト 5,790.0 14.49 7599 ＩＤＯＭ 811.0 -14.54 下位セクター 騰落率（%）

4538 扶桑薬品工業 2,232.0 13.30 6254 野村マイクロ・サイエンス 13,190.0 -13.79  医薬品 -2.48

6387 サムコ 4,750.0 12.96 3915 テラスカイ 1,529.0 -13.32  陸運業 -2.17

2734 サーラコーポレーション 821.0 12.77 1887 日本国土開発 539.0 -12.50  繊維業 -2.15

6269 三井海洋開発 2,384.0 12.40 8070 東京産業 742.0 -12.50  電力・ガス業 -1.96

6146 ディスコ 40,840.0 12.38 7818 トランザクション 2,251.0 -12.21  化学工業 -1.09

5269 日本コンクリート工業 477.0 11.97 2492 インフォマート 407.0 -12.10  サービス業 -1.09

3201 日本毛織 1,481.0 11.94 2767 円谷フィールズホールディングス 1,395.0 -11.76  食料品 -0.85

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は続伸。週初から 1990 年 2 月以来の 36000

円台乗せ、その後、利食い売りが集まる場面もあったほか、中国

株安などはマイナス視されたものの、為替相場での円安進行、

米半導体株の上昇などが刺激となり、週末にかけて再度盛り返

した。業種別では、コンテナ市況の回復期待で海運が買われた

ほか、円安を受けて自動車株なども高い。週末にかけては SOX

指数の上昇で半導体関連が賑わった。半面、電力、医薬品、陸

運などディフェンシブセクターがさえない。中小型グロース株も

弱い動きが続いたが、週末には総じて反発となった。 

個別では、9-11 月期決算が市場想定を下振れた安川電機が

軟調な動き。SHIFT、ベイカレント、Sansan など中小型グロース

の主力銘柄も決算内容が嫌気されて週初に売られる。決算では

ほかに、マネーフォワード、ローソン、松屋、DD グループ、古野

電気、佐鳥電機、串カツ田中、日コンなどが買われ、エスプー

ル、テラスカイ、国土開発、FP パートナー、ホギメディカルなど

は発表後に売り優勢となる。Gunosy も買い一巡後に伸び悩ん

だ。古河電気は業績上振れ観測報道が伝わり、いちごは自社株

買い実施が評価材料視される。米大手住宅会社の M&A を発表

した積水ハウスも買いが先行。半面、さくらインタは週末にかけ

過熱警戒感からの利食い売りが優勢になる。ヤマエグループは

公募増資による株式価値の希薄化がマイナス視される。新日本

科学は FDA からの CRL 受領発表で急落。野村マイクロは韓国

の超純水国産化成功を弱材料視。 

先週末の米国株式市場は大幅高、とりわけ、SOX 指数は 4％

超の上昇となっている。週初も引き続き半導体関連が関心を集

める展開となろう。関連銘柄には短期的な過熱感も意識される

が、今週は国内外で半導体企業の決算発表も多く、支援材料に

なりやすいとみられる。国内では 24 日にディスコが決算発表、

海外でも、TI、ASML、インテル、SRマイクロなどが予定されてい

る。なお、国内決算では他に、24 日にニデック、26 日に信越

化、ファナック、日東電工などがあり、海外でも、ユナイテッドエ

アライン、J&J、P&G、ネットフリックス、IBM、テスラ、ノキアなど国

内関連銘柄に影響を与える銘柄の発表が多い。 

今週は 22-23 日にかけて日銀金融政策決定会合が開催され

る。緩和政策の修正は今回見送りの可能性が高く、総裁会見な

どもハト派的なものとなろう。ただ、こうした状況はすでに織り込

まれているほか、労使交渉の行方が明らかになる3月、4月の会

合における政策修正の可能性は依然として高いと考えられる。

一段の株高材料、円高材料にはつながりにくいだろう。仮に銀

行株などがネガティブ視されるのであれば、格好の押し目買い

のタイミングと判断したい。逆に自動車株などは戻り売りの場面

といえよう。全般的には半導体関連の関心が続くとみられるほ

か、決算発表本格化を前に、業績上振れ期待銘柄への注目度

も高まろう。第 3 四半期決算のタイミングでは、業績上振れが増

配にもつながりやすいといえる。決算発表と同時に PBR1 倍割

れ銘柄の改善策なども多く発表されてきそうだ。 

引き続き半導体関連への関心続く、日銀の緩和策修正先送りは織り込み済み 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 マーケットを読む 

日経平均株価 
 

 

 

 

 
■買い手優位の相場が継続か 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上値追い、移動平均線は短期も中長期も上向き 

先週の日経平均は15日に節目の36000円を突破し、その後は

高値もみ合いに入った。17日にバブル崩壊後最高値の36239.22

円まで買い進まれた後、週末は35963.27円と節目の36000円直

下で大引けを迎えた。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は1月2週（1月9-12日）に買い越しに転じ（1

兆4989億円、前週は1308億円の売り越し）、現物は買い越しに

転じた（9589億円、前週は1592億円の売り越し）。 

 

今週の日経平均は上値追いが予想される。株価下方では25日

や26週、52週など主要な移動平均線が軒並み上向いて上昇トレ

ンド継続を示唆。一目均衡表でも日足、週足ともに三役好転下

の強気形状下で転換線と基準線が上向いていることから、買い

手優位の相場が継続しよう。 

 

移動平均線との乖離率は 25 日線比で 5.95％と過熱ラインの

5％を超えているが、年初からの上げ局面では相場の上限到達の

目安となる8％は一度も超えていない。東証プライム市場の騰落

レシオ（25日ベース）が117.94％と買われ過ぎの120％を下回

っていることもあり、上値余地を残している格好だ。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち193銘柄（前週末12日は214銘柄）、東証プライム上場全

銘柄でも78％（同86％）とやや減少したが、依然として高水準

をキープしている。過熱感は後退しながら相場全体で短期投資

家による含み益状態が続いていると推察され、潜在的な買い余

力は大きいとみられる。 

 

ただ、ボリンジャーバンドでは-2σから+2σまでの各線の間

隔が広がる 5 本線発散の流れにあり、日々の値動きは上下どち

らにも大きくなる可能性がある。先週末終値は昨年末比で

2499.10円高と大きいため、大勢強気相場ではあるが、短期的な

反動安リスクにも留意が必要となろう。 

 

上値では、先週17日のザラ場高値36239.22 円を超えると、

13週線比10％高（先週末大引けで36636.87 円）が目先のレン

ジ上限として強く意識されよう。下値では、節目の 35000 円前

後が強力な支持帯として意識される。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/2連 54,343 53.0% 6,325 4,761 17.5% 1,743 50.41

2021/2連 43,138 -20.6% -2,497 -2,321 - -3,503 -

2022/2連 44,685 3.6% -883 -1,585 - -3,211 -

2023/2連 50,504 13.0% 3,575 3,062 - -4,936 -118.28

2024/2連予 36,300 -28.1% 5,400 5,000 63.3% 6,700 160.54

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 1609 円 

目標株価 2200 円 

業種 不動産 

■第3四半期（累計）の営業利益は前年同期比41.8％増 

 

 貸会議室・イベントスペース・レンタルオフィス・料飲・宿泊施設

などを運営する。フランチャイジーとしてアパホテル運営も手掛

ける。2023年11月末時点で237施設の貸会議室およびホテル・

宿泊研修施設を全国に展開。1月15日に決算を発表。24年2月

期第 3 四半期（累計）の売上高は前年同期比 29.1％減の 274.03

億円となったが、営業利益は同 41.8％増の 39.2 億円で着地し

た。売上高減少は 2023 年2 月の日本リージャイス・台湾リージャ

イス売却が影響したが、リージャイス事業を除いた調整後売上高

及び調整後営業利益は前年同期比で増加している。 

 

■主力の貸会議室事業が好調 

 

 株価は昨年 1 月より下落傾向が続いている。主力の貸会議室

事業は、会議やセミナー等を対面で実施する需要がコロナ禍か

ら回復、企業の人事研修への注力度も増した結果、稼働が好調

に推移。また、インバウンドや国内旅行の回復を背景にホテル・

宿泊研修事業の売上高は前年同期比 21％増となった。中期経

営計画では 25 年2 月期にコロナ前である 20 年2 月期営業利益

63億円を超える水準を目指し、26年2月期には営業利益100億

円を目標に掲げた。業績が回復基調にある中、目標株価は23年

11 月の 2200 円付近への回復に期待したい。 

 

★リスク要因 

インフレ継続による客数の低下、消費の減退など。 

 

3479：日足 

 

直近軟調推移も反発に期待。 

          

貸会議室・イベントスペースを運営、業績は回復基調に 

ティーケーピー〈3479〉グロース 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 884,350 -3.5% 61,008 60,541 -5.9% 39,151 319.89

2021/3連 863,903 -2.3% 63,610 65,744 8.6% 46,800 387.79

2022/3連 708,201 -18.0% 46,701 50,193 -23.7% 28,971 245.80

2023/3連 809,542 14.3% 4,456 1,015 -98.0% -33,206 -283.68

2024/3連予 894,000 10.4% 58,000 59,000 999.9% 40,000 341.48

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 2975 円 

目標株価 4200 円 

業種 ガラス・土石製品 

■日本・米国の事業構成比が大きい 

 

 国内セメント販売シェア約35％を占める業界のリーディングカ

ンパニー。社会インフラの根幹を支える基礎資材（セメント・コン

クリート・骨材等）の供給を行っている。事業範囲は国内に留まら

ず、環太平洋地域を中心に様々な事業を展開している。23年3月

期売上高8095.42億円の内訳は日本が4911.7億円、米国が

2278.01億円、その他が905.7億円。 

 

■25年3月期営業利益は700億円を超える水準が期待される 

 

 24 年 3 月期営業利益は前期比約 13 倍の 580 億円となる見通

し。国内セメント事業において、セメント価格を値上げした影響が

大きい。25 年3 月期についても値上げ効果の通期寄与、原材料

の一般炭価格の下落で増益が期待され、営業利益は700 億円を

超える水準が見込まれる。24 年 3 月期業績予想に基づく配当性

向は約 20％で、成長性がさほど高くない企業の配当性向として

は十分な水準ではない。足元株価の PBR は 0.65 倍。東証が

PBR1 倍割れの企業に対し、株価水準の引き上げに向けて具体

的な施策を求めている中で、配当性向を引き上げる可能性は低

くないと思われる。23 年 3 月期末の 1 株当たり純資産額は 4228

円であり、目標株価は PBR 約1 倍となる 4200 円とする。 

 

★リスク要因 

建設投資額の減少など 

5233：日足 

 

中長期の株価トレンドを示す 25 日、75

日、200 日線はいずれも上昇傾向にあ

る 

          

配当性向の引き上げ余地は大きい 

太平洋セメント〈5233〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 672,314 -5.4% 3,346 1,312 -93.8% -38,510 -

2021/3連 643,736 -4.3% 24,422 18,380 999.9% -5,369 -

2022/3連 670,350 4.1% 38,288 34,089 85.5% 39,101 141.85

2023/3連 806,453 20.3% 70,163 67,897 99.2% 40,891 148.27

2024/3連予 760,000 -5.8% 54,000 56,000 -17.5% 41,000 148.66

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 1180..5 円 

目標株価 1304.5 円 

業種 非鉄金属 

■生成AIの普及でデータセンタ向け需要回復へ 

 

足もとではデータセンタや通信キャリア向け需要が踊り場に入

ったことやスマートフォンをはじめとした電子機器全般の需要が

落ち込んでいるが、データセンタ向けについては生成AIの普及

でデータ量が増加していることを背景に需要が回復すると考えら

れる。なお、同社は2023年2月に米国で世界初の核融合炉の実

証に取り組むコモンウェルス・フュージョン・システムズ社にレア

アース系高温超電導線材の納入を開始している。核融合発電

は、従来の発電と比較して、CO2 を排出せず、その資源は海水

中に豊富にある。また、安全性などの点で優れているため、エネ

ルギー問題と環境問題を根本的に解決する技術と期待されてい

る。 

 

■直近戻り高値突破で8月高値意識へ 

 

株価は足もとでリバウンド基調を強めており、17 日には一時

1202円まで買われ、昨年11月の戻り高値（1196円）を突破した。

目先的には昨年9月末の戻り高値1266 円、8 月に付けた昨年来

高値1304.5 円を意識したトレンド形成が期待される。目標株価は

8 月高値の 1304.5 円とする。 

 

★リスク要因 

通信キャリア向け需要の低迷。 

5803：日足 

 

上値抵抗の 75 日線を上放れ。 

          

核融合発電向け高温超電導線材の需要期待 

フジクラ〈5803〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 3,430,285 -3.8% 43,603 53,091 -54.3% 12,131 19.26

2021/3連 2,882,066 -16.0% 8,820 28,251 -46.8% -31,651 -

2022/3連 3,120,349 8.3% 104,227 123,525 337.2% 81,557 129.49

2023/3連 3,826,752 22.6% 141,969 185,936 50.5% 142,814 226.71

2024/3連予 4,800,000 25.4% 250,000 254,000 36.6% 170,000 269.81

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 1732 円 

目標株価 2000 円 

業種 輸送用機器 

■人気が高まるSUVに重点を置く 

 

2025 年以降に北米で販売するバッテリーEV（BEV）の充電ポ

ートに北米充電規格（NACS）を採用することを米テスラと合意し

た。NACS の採用により、北米地域における米テスラの急速充電

設備の利用が可能となるため、将来の EV 販売の拡大に向けて

評価されよう。また、2024 年 4 月中旬にはフラッグシップモデル

「MAZDA6」の国内向けモデルの販売を終了すると発表した。同

社の主力セダンだったが、SUVの人気が高まり、販売が低迷して

いた。売れ筋車種である SUV の「CX-5」「CX-60」などに重きを

置くなか、業績改善への期待につながろう。 

 

■トレンドラインの上限を捉える 

 

株価は昨年12 月14 日に付けた 1442.5 円を安値にリバウンド

基調を継続しており、昨年11月16日の戻り高値1813円に接近。

25 日、75 日線とのゴールデンクロス示現により、テクニカル妙味

が高まってきている。昨年9 月に付けた昨年来高値1854 円を起

点としたトレンドラインの上限を捉えてきており、トレンド転換が意

識されやすいだろう。目標株価は 2016 年12 月以来の2000 円と

する。 

 

★リスク要因 

トヨタとの車載システム開発の遅れ。 

7261：日足 

 

25日、75日線とのゴールデンクロス

示現。 

          

NACS採用による将来のEV販売の拡大に向けた評価 

マツダ〈7261〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/2単 42,209 0.8% 4,096 4,112 -12.5% 2,578 67.88

2021/2単 29,563 -30.0% -2,799 -2,778 - -2,946 -

2022/2単 26,402 -10.7% -3,523 2,586 - 1,579 41.58

2023/2単 38,168 44.6% 615 2,470 -4.5% 1,519 40.01

2024/2単予 47,000 23.1% 4,150 4,300 74.1% 2,900 76.36

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 2933 円 

目標株価 3675 円 

業種 小売 

■低価格中華料理店を直営・ドミナント展開 

 

 低価格の中華料理（中華そば 390 円、餃子 270 円等）とつまみ

を提供する「熱烈中華食堂日高屋」が主力。大衆中華料理「未来

軒」や低価格の焼鳥店「焼鳥日高」も手掛ける。関東の駅前・繁華

街を軸にロードサイドにも出店するドミナント戦略を採っているこ

とで、セントラルキッチンによる麺・餃子・チャーシューなどの大

量生産による品質の向上と、ローコスト化を可能にしている。ま

た、直営店舗が主力のチェーン展開で、品質均一化・維持、ブラ

ンド力向上を実現している。 

 

■通期営業利益は前期比6.7倍予想 

 

24年2月期第3四半期（累計）の営業利益は36.43億円。前年

同期の1.51億円から利益を伸ばした。新規出店13、退店8で23

年11 月末の店舗数は 445 店舗となった。昨年3 月実施した価格

改定や創業50周年記念感謝祭の効果もあり、売上高は同30.9％

増加し、第 3 四半期累計期間として過去最高となった。通期営業

利益は 41.50 億円（前期比 6.7 倍）予想。通期予想に対する第 3

四半期までの進捗率は 87.7％。利益積み上げは順調のようだ。

株価は利益確定売りをこなしつつ底堅く推移している。昨年 9 月

高値からの調整幅の倍返し水準となる 3675 円近辺を目標株価と

したい。 

 

★リスク要因 

食材費や人件費の上昇など。 

7611：日足 

 

1月5日の第3四半期決算発表後も

利益確定売りをこなし底堅く推移。 

          

営業利益、大幅増 

ハイデイ日高〈7611〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 61,967 1.4% 2,421 2,265 -8.3% 1,652 18.89

2021/3連 51,554 -16.8% 1,032 1,823 -19.5% 1,102 12.59

2022/3連 74,485 44.5% 6,738 7,246 297.5% 5,780 66.11

2023/3連 107,019 43.7% 10,063 9,961 37.5% 7,331 84.05

2024/3連予 116,000 8.4% 10,700 10,700 7.4% 7,800 89.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 1211 円 

目標株価 1400 円 

業種 その他製品 

■23年3月期までの4年間で営業利益は4倍超に 

 

 バドミントン、テニス、ゴルフの各用品やスポーツウェアを製造

販売する。近年はバドミントンラケット、シャトルコック、バドミント

ンストリング、バドミントンシューズといったバトミントン用品の売上

が海外で急拡大しており、19年3月期から23年3月期に売上高は

610.97億円から1070.19億円まで、営業利益は24.82億円から

100.63億円まで拡大している。 

 

■中国のバドミントン競技人口は8000万人を超える 

 

 中国におけるバトミントン用品の販売拡大は特に目を見張る。

バトミントンは中国で最も人気の高いスポーツの一つで競技人口

は8000万人を超える。2021年の東京五輪においても中国はバド

ミントンで複数のメダルを獲得しており国民的スポーツになって

いることがうかがえる。ヨネックスは中国国内に6カ所の営業拠点

を有し、中国全土の小売店にバドミントン用品を販売している。中

国向けが大きな割合を占めるアジア地域売上高は19年3月期の

244.88億円から23年3月期には591.22億円まで増加している。

今夏にはパリ五輪を控えており、中国ではバドミントンへの注目

が更に高まり、同社業績の追い風となる事が期待される。目標株

価は過去１年の平均的な株価水準である 1400 円とする。 

 

★リスク要因 

中国経済不調がバドミントン用品販売に影響を及ぼすことなど 

7906：日足 

 

1200 円レベルでは下値固めが期待さ

れる 

          

バドミントン用品の販売拡大が業績をけん引 

ヨネックス〈7906〉スタンダード 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/2連 8,604,207 1.0% 215,530 205,828 -4.3% 26,838 31.88

2021/2連 8,603,910 0.0% 150,586 138,801 -32.6% -71,024 -

2022/2連 8,715,957 1.3% 174,312 167,068 20.4% 6,504 7.69

2023/2連 9,116,823 4.6% 209,783 203,665 21.9% 21,381 25.11

2024/2連予 9,500,000 4.2% 240,000 230,000 12.9% 33,000 38.60

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 3473 円 

目標株価 3800 円 

業種 小売 

■第3四半期（累計）の営業利益は前年同期比26.8％増 

 

 国内流通2強の一角で、GMSを中心に多様な業態を手掛け

る。1月12日に決算を発表。24年2月期第3四半期（累計）は、営業

収益、営業利益、経常利益が過去最高を更新した。営業利益は

前年同期比26.8％増の1428.23億円で着地。報告セグメントの全

事業が増収となるなか、主力の小売事業では300億円を超える損

益改善となっている。プライベートブランド「トップバリュ」の商品

力の強化や収益構造改革、コスト管理の徹底が功を奏したもよ

う。通期の営業利益予想を2200億円から2400億円に上方修正し

ている。引き続き、DXの加速やサプライチェーン改革などを着

実に進めていく。 

 

■信用倍率は1倍以下 

 

 2024年に入り株価は右肩上がりに推移しており、決算発表以降

も一段高となっている。25 日移動平均線・75 日線ともに上向きで

推移し、21年最高値3675円に迫る勢い。また、直近PER過去の

推移と比較して割高感に乏しい印象が続き、信用倍率も1倍を下

回っている。同社は、24 年 11 月にイオン傘下のユナイテッド・ス

ーパーマーケット・ホールディングスといなげやを経営統合させ

る予定。各社の相乗効果の高まりに期待が高まっており、目標株

価は 21 年高値を上回る水準3800 円を想定しておく。 

 

★リスク要因 

インフレ継続による消費の減退など。 

 

 

8267：日足 

 

25 日線・75 日線ともに上向き推移を

継続。 

          

主力の小売事業が好調推移、各社の相乗効果に期待 

イオン〈8267〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12単 - - - - - - -

2020/12連 561 - -1,727 -1,885 - -1,933 -

2021/12連 1,645 193.2% -1,937 -1,946 - -2,209 -

2022/12連 4,389 166.7% -1,397 -1,177 - -1,241 -693

2023/12連予 7,563 72.3% 482 584 - 495 53.29

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/19 終値 4075 円 

目標株価 5320 円 

業種 サービス 

■バッテリースタンドは約4.9万台 

 

 スマートフォン向けのモバイルバッテリーシェアリングサービス

「ChargeSPOT」を展開する。利用者は、同社のバッテリースタン

ドでモバイルバッテリーをレンタルする。充電が終わったらバッ

テリースタンドに返却する。利用料金は30分未満で165円などと

なっている。設置台数は国内外で約 4.9 万台（23 年 9 月末）。月

間アクティブユーザーは約 106 万人、月間レンタル数は約 195

万台（23年7-9月平均）。海外は中国や香港で事業を行い、台湾

などでフランチャイズ（FC）展開している。23 年12 月期第3 四半

期（累計）の営業利益は2.59億円。前年同期は12.50億円の損失

だった。上期時点で営業利益は 0.27 億円と黒字転換し、第 3 四

半期で利益を伸ばした。 

 

■国内外で事業活動活発化 

 

 昨年 11 月に大幅上方修正し、通期営業利益は 4.82 億円の見

込み。国内では東京ドームシティやラウンドワン全店舗への設置

を進める一方、海外では香港ディズニーランド・リゾートとの戦略

的提携を進めるほか、今後、シンガポールやフランスで FC 展開

を予定している。株価は調整場面だが、同社事業が成長ステー

ジにあることに鑑み、まずは昨年来高値 5320 円を目標株価とし

たい。 

 

★リスク要因 

新型コロナやインフル感染拡大等による人流の停滞など。 

9338：日足 

 

2 月14 日の決算発表に向け、24 年

12 月期決算への期待が高まりやすい

タイミングに。 

          

モバイルバッテリーシェアリングサービスを展開、今期は営業黒字転換予想 

INFORICH〈9338〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

東京エレクトロン プライム〈8035〉／今後も国内外半導体関連の決算が支援材料に 

円 

（株） 

先週末にかけて大幅続伸。投資判

断引き上げによる米アップルの上昇、

TSMC の好決算などを受けて前日の米

SOX指数が3％超の上昇となり、同社

など半導体関連株が買い優勢の展開

となった。TSMC の決算では、10-12

月期純利益が2387億台湾ドルで市場

予想を100億台湾ドル超上回り、1-3

月期売上高は 180-188 億ドルのレン

ジ予想で、中心値が市場予想の 182

億ドルを上回る形に。 

先週末の米国市場でも、AMDやエヌ

ビディアが大幅高とり、SOX 指数は

4％超の大幅続伸。同社を含めて国内

半導体関連株は週明けも一段の上値

追いが想定される。短期的な過熱感は

強まる状況であるが、今後は半導体関

連の決算発表も支援材料となってく

る可能性が高い。24 日にはディスコ

が決算発表、海外では TI、ASML、イ

ンテルなどが予定。少なくても短期的

に安易なショートは禁物だろう。 

安川電機 プライム〈6506〉／中国景気の先行き懸念など拭い切れない状況で 

週初から売り優勢の展開が続いた。

12日に第3四半期の決算を発表、9-11

月期営業利益は135億円で前年同期比

20.1％減となり、160億円程度の市場

予想を下回る着地に。7-9月期の水準

166億円も下振れている。会社側通期

計画では 12-2 月期営業利益水準 235

億円が必要となり、業績下振れ懸念が

先行する形となる。9-11月期受注高は

コンセンサスをやや上回り、12-2月期

は前四半期比増加を見込むも、株価も

高値圏にあり、足元の収益水準下振れ

をマイナス視する流れが先行へ。 

受注底打ちに加え、半導体株高の流

れもあった中、先週の動きは想定以上

に低調だった印象。見直し余地は残る

ものの、中国景気の先行き懸念が拭え

ない状況下、目先は 25 日線レベルで

のもみ合いが続きそうだ。今後は 26

日に決算発表を予定しているファナ

ックの先行き見通しなどが注目点と

なろう。 

読者の気になる
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ノーリツ鋼機  プライム〈7744〉 

日足ベースの一目均衡表。1月18日

にかけて 3 日続落した後、先週末はロ

ーソク足が大陽線を描いて雲上限を突

破し、三役好転が完成した。転換線と

基準線が上向きで取引を終えて上昇ト

レンド延長を示唆していることに加

え、遅行線は応当日株価の下落局面に

あって強気シグナル増大が予想され、

今後は買い手優位の形状が一段と鮮明

になろう。昨年9月高値3440円に向け

た強気相場の継続が期待される。 

TKC  プライム〈9746〉 

週足ベースのローソク足。昨年12 月

最終週に大陽線で52 週移動平均線を大

幅に上回り、先週は2週連続の陽線で終

了。株価下方では上昇2週目の26週線

を13 週線が下から上に抜いてゴールデ

ンクロスを形成し、中長期の上昇局面入

りを窺わせた。上値抵抗帯として意識さ

れる昨年6月の上場来高値3970円から

節目の4000 円を超えれば目立った抵抗

ラインはなく、上昇トレンドの延長が期

待できよう。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパン A 先行スパン B 
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コード 銘柄 市場
1/19
株価
（円）

概要

3302 帝国繊維 プライム 2225 子会社が防衛省向け大型天幕、トラック幌(ほろ)製造

3407 旭化成 プライム 1112.5 防衛用発射薬、防衛用推進薬など弾薬を製造

4275 カーリットホールディングス プライム 928 防衛用ミサイルの固体推進薬原料を製造

4403 日油 プライム 6738 発射薬・推進薬など各種防衛省向け火薬類の大手

5020 ＥＮＥＯＳホールディングス プライム 611.4 航空タービン燃料の供給で車体的役割

5595 ＱＰＳ研究所 グロース 1281 無線設備の運用と周波数教養で防衛省と取引関係持つ

5631 日本製鋼所 プライム 2438 陸上自衛隊向け火砲、海上自衛隊護衛艦向け火砲を納品

6367 ダイキン工業 プライム 24230 防衛省向けに砲弾・誘導弾用部品・航空機部品などを納品

6479 ミネベアミツミ プライム 2971 航空機・船舶で使用の防衛省向け装備品等を生産

6501 日立製作所 プライム 11200 サイバー防護分析装置、掃海艦ソーナーシステムを開発

6503 三菱電機 プライム 2166 ネットワーク電子戦システム、中距離地対空誘導弾製造

6674 ジーエス・ユアサ　コーポレーション プライム 2061.5 潜水艦用主蓄電池を防衛省に納入

6701 日本電気 プライム 9129 自動警戒管制システムなど担当の実績

6703 沖電気工業 プライム 1033 潜水艦用ソーナー装置などを提供

6946 日本アビオニクス スタンダード 9390 各種防衛システム用機器・装置の開発・製造を手掛ける

7011 三菱重工業 プライム 9299 護衛艦、潜水艦、戦闘機など防衛関連の中核企業

7012 川崎重工業 プライム 3206 哨戒機・輸送機、中距離多目的誘導弾などを手掛ける

7013 ＩＨＩ プライム 2756 戦闘機、戦闘機エンジンシステムを開発・提供

7014 名村造船所 スタンダード 1447 子会社の佐世保重工が艦船修理を受託

7202 いすゞ自動車 プライム 2024 陸上自衛隊で使用される防衛専用車両を生産

7224 新明和工業 プライム 1193 荒波でも海面に着水できる救難飛行機を提供

7270 ＳＵＢＡＲＵ プライム 2899 多用途ヘリコプターや機体修理・改修を手掛ける

7408 ジャムコ プライム 1610 防衛省や海上保安庁の中小型航空機の修理・改造受託

7721 東京計器 プライム 1843 レーダー警戒装置や慣性航法装置などを提供

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：防衛関連 

■宇宙関連と親和性の高い防衛関連に注目度アップ 

 

中東などでの地政学リスクの高まりや国内の防衛予算増額方針を受けて、防衛関連銘柄への注目度が高まっている。 

防衛関連の中核企業である三菱重工業<7011>は 2024 年 3月期第2四半期決算において、スタンド・オフ防衛能力に関する案件

をはじめ、複数の大型案件を受注し防衛・宇宙分野の通期受注高見通しを上方修正した。2月6日に第3四半期決算発表を予定し

ており、これをきっかけに防衛関連が物色テーマとなる期待がある。 

また、航空自衛隊が「航空宇宙自衛隊」へ改称予定であるほか、防衛省は宇宙航空研究開発機構(JAXA)との連携を強化しており、

防衛関連は「宇宙ビジネス」関連との親和性が高いといえよう。宇宙事業関連で注目イベントが増加していることも相場的な刺激

材料として働いてくる可能性が大きいテーマとなっている。 

テーマ別分析 

■主な「防衛」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 



 

株式会社フィスコ 20

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 552 Weekly 
2024 01 22 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

■上半期業績好進捗の出遅れ銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

決算発表控えて業績上振れ期待の高い出遅れ銘柄に注目 

■今週からは国内でも 10-12 月期決算発表がスタート 

 

24日のディスコやニデックを皮切りに、今週からは国内でも10-12月期の決算発表がスタートする。上半期までの業績進捗率が

高い銘柄などには、業績上振れ期待などが先行する展開も見込めよう。とりわけ、前回の決算発表から株価が軟化している銘柄な

どには、決算が見直しの動きにつながっていく可能性も高く、より、期待感が高まりやすい公算もあろう。 

スクリーニング要件としては、①3月期本決算、②上半期営業利益の進捗率が60％以上、③前期実績、今期予想ともに営業増益、

④3カ月前（23年10月20日終値）比での株価騰落率がマイナス。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
1/19株価

（円）
時価総額
（億円）

株価騰落率
（％）

営業利益進
捗率（％）

予想
1株利益

（円）

2924 イフジ産業 スタンダード 1,299.0 108.4 -19.47 67.9 174.69

3306 日本製麻 スタンダード 659.0 24.2 -8.09 62.6 31.37

5202 日本板硝子 プライム 601.0 547.8 -12.26 62.0 110.38

5304 SECカーボン スタンダード 2,534.0 524.4 -6.56 73.8 231.25

6249 ゲームカード・ジョイコHD スタンダード 2,228.0 317.8 -28.48 71.5 400.29

6430 ダイコク電機 プライム 3,530.0 521.9 -18.85 75.2 487.02

6460 セガサミーHD プライム 2,122.0 5,118.9 -11.77 66.0 158.54

6526 ソシオネクスト プライム 2,954.5 5,261.4 -0.39 64.4 127.90

7140 ペットゴー グロース 1,205.0 22.2 -11.07 74.7 99.28

7715 長野計器 プライム 2,071.0 402.5 -10.11 61.3 205.84

8022 美津濃 プライム 4,300.0 1,142.9 -2.82 62.0 430.34

8136 サンリオ プライム 6,240.0 5,557.7 -2.97 70.8 178.51

9042 阪急阪神HD プライム 4,600.0 11,696.9 -0.80 64.5 249.39

9081 神奈川中央交通 プライム 3,015.0 379.9 0.00 80.1 247.73

（注）株価騰落率は昨年10月20日終値比
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■業績モメンタムの改善が期待される銘柄に注目 

東海東京証券は、「25年3月期QUICKコンセンサス（QC）経常増益見通しの銘柄」を掲載している。1月下旬からは3月本決算

企業の第3四半期決算発表が本格化し、市場の目線は徐々に来期（25年3月期）に移って行くとみられる。そこで、同証券では、

業種別の業績見通し（同証券作成）をもとに、下記の条件を組み合わせたスクリーニングを行っている。業績の変化率に着目し、

業績モメンタムの改善が期待される銘柄に注目という。 

【スクリーニング条件】 

・25年3月期のQC業種別経常（税前）利益見通しが24年3月期の減益見通しから一転して増益となる業種 

→医薬品・非鉄金属・精密機器・化学・電気機器（25年3月期QC経常増益率の高い順） 

・上記条件から各業種別で25年3月期QC経常増益率の高い順 

・時価総額2,000億円以上 

24/3期
会社計画

（百万円）

増益率
（％）

24/3期QC
（百万円）

増益率
（％）

25/3期QC
（百万円）

増益率
（％）

4502 武田 4312.0 70,000 -81.3 120,668 -67.8 296,745 145.9 -1.4

4503 アステラス薬 1763.0 121,000 -8.6 134,221 1.4 228,640 70.3 -16.0

4568 第一三共 4332.0 160,000 26.1 166,743 31.4 214,855 28.9 -8.9

4887 サワイGHD 5488.0 14,800 -11.8 18,020 7.3 21,260 18.0 26.3

5713 住友鉱 4189.0 86,000 -62.6 85,953 -62.6 130,978 52.4 -9.1

5706 三井金 4436.0 33,000 65.9 32,604 64.0 38,600 18.4 40.5

5714 ＤＯＷＡ 5138.0 35,000 -36.9 34,983 -37.0 41,050 17.3 24.1

5711 三菱マ 2580.0 56,000 121.3 53,926 113.1 61,180 13.5 17.4

7733 オリンパス 2176.0 92,000 -49.5 113,529 -37.7 169,297 49.1 -13.2

7731 ニコン 1457.5 37,000 -35.2 41,329 -27.6 51,940 25.7 18.7

7729 東京精 9048.0 25,400 -28.0 26,079 -26.1 31,295 20.0 103.1

7701 島津製 4152.0 74,000 4.4 75,400 6.4 78,143 3.6 5.3

4061 デンカ 2585.0 12,000 -57.2 17,733 -36.7 28,633 61.5 -17.5

4046 大阪ソーダ 9260.0 11,100 -35.3 11,967 -30.3 17,600 47.1 152.7

4183 三井化学 4316.0 98,000 -16.4 97,382 -17.0 131,509 35.0 40.6

4114 日触媒 5565.0 15,000 -42.7 16,250 -37.9 20,225 24.5 2.9

6976 太陽誘電 3681.0 14,000 -59.8 17,673 -49.3 34,305 94.1 -2.6

6857 アドバンテ 4976.0 78,500 -54.2 83,359 -51.3 129,220 55.0 126.3

6645 オムロン 6700.0 45,000 -54.3 47,270 -52.0 72,333 53.0 2.0

6923 スタンレ電 2763.0 42,500 -5.3 45,612 1.6 60,229 32.0 4.9

医薬品

非鉄金属

精密機器

化学

電気機器

23年
年間

騰落率
（％）

経常（税引前）利益

コード 銘柄略称業種
株価

1/10終値
（円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

25 年 3 月期に QC 経常増益見通しの銘柄に注目 

先週の話題レポ

ート 

「25 年3 月期に QC 経常増益見通しの銘柄」（東海東京調査センター） 

 

出所：QUICKより東海東京調査センター作成 
QCはQUICKコンセンサス（アナリスト予想の平均、1/10時点） 
医薬品、非鉄金属、精密機器、化学、電気機器の中で、3月本決算企業、時価総額2,000億円以上 
各業種ごとに25/3期QC増益率（24/3期QCとの比較）の高い順 
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1月12日時点の2市場信用残高は、買い残高が1638億円減

の3兆4542億円、売り残高が1705億円増の8736億円。買い

残高が4週連続の減少、売り残高は3週間ぶりの増加となった。

また、買い方の評価損益率は-8.20％から-7.86％、売り方の評

価損益率は+3.60％から-4.32％に。なお、信用倍率は 5.15 倍

から3.95倍。 

この週（1月9日－12日）の日経平均は前週末終値比2112.94

円高の35577.11円。連休明け9日の東京市場は、米国株式市

場の強い動きを受け、買い優勢で取引を開始。日経平均は取引

時間中の昨年来高値（33853.46円）を突破した。その後、TOPIX

コア 30 銘柄などの時価総額が大きい銘柄をはじめ幅広い銘柄

に買いが入ったことから、日経平均は連日でバブル後の高値を

更新。11 日が 1 月限日経平均先物ミニ・オプションの取引最

終日であったことから特別清算指数（SQ 値）に絡んだ思惑な

ども影響したもよう。12 日は好決算を材料にファーストリテ

<9983>が急伸したことから、日経平均は寄り付き直後に35800

円台まで上昇。さすがに短期的な過熱感などが意識されて、そ

の後は上げ幅を縮小した。 

個別では、稲畑産<8098>の信用倍率は 0.31 倍となり、前週

の 5.02 倍から売り長の需給状況になった。住友化学<4005>が

保有する稲畑産株の最大約6割に相当する824万4600株を売

り出すと発表。売出価格が1株あたり約2883円に決まり、引

き受けのためのヘッジ対応に伴う新規売りが積み上がったよ

うである。コナミG<9766>の信用倍率は0.29倍と、前週の4.37

倍から売り長の需給状況となった。2024 年にプレイステーシ

ョン5向けに発売を予定している大型作品が明らかとなり、新

型ゲームによる25年3月期の業績期待が高まった。株価はマ

ドを空けての上昇で高値を更新するなか、買い方の利益確定の

売りに対して、新規売りが積み上がった格好である。 
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コード 市場 銘柄
1/19終値

（円）
信用買残
（1/12：株）

信用売残
（1/12：株）

信用倍率
（1/12：倍）

信用買残
（12/29：株）

信用売残
（12/29：株）

信用倍率
（12/29：倍）

8098 東証プライム 稲畑産 3,110.0 675,100 2,188,600 0.31 43,200 8,600 5.02

9766 東証プライム コナミＧ 8,839.0 34,300 119,900 0.29 94,800 21,700 4.37

4568 東証プライム 第一三共 4,358.0 853,300 473,600 1.80 1,988,700 85,600 23.23

6273 東証プライム ＳＭＣ 82,880.0 19,200 99,500 0.19 50,500 28,800 1.75

7267 東証プライム ホンダ 1,587.0 9,755,000 2,171,300 4.49 10,916,400 411,900 26.50

7011 東証プライム 三菱重 9,299.0 2,101,600 599,700 3.50 3,986,100 226,100 17.63

6861 東証プライム キーエンス 65,530.0 218,500 172,900 1.26 436,700 70,100 6.23

9433 東証プライム ＫＤＤＩ 4,993.0 284,400 336,600 0.84 575,300 149,400 3.85

4901 東証プライム 富士フイルム 9,268.0 501,500 156,400 3.21 746,500 52,600 14.19

8031 東証プライム 三井物 5,933.0 1,159,700 577,200 2.01 2,397,800 297,300 8.07

9983 東証プライム ファーストリテイ 38,840.0 193,100 1,476,200 0.13 499,200 1,018,500 0.49

9900 東証プライム サガミＨＤ 1,535.0 17,700 659,400 0.03 33,500 300,300 0.11

7269 東証プライム スズキ 6,530.0 1,061,700 213,500 4.97 1,452,200 79,300 18.31

2590 東証プライム ＤｙＤｏ 2,917.0 20,100 368,400 0.05 22,400 135,800 0.16

6758 東証プライム ソニーＧ 14,525.0 805,000 891,500 0.90 1,031,700 388,500 2.66

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

国内外から資金流入、相場上昇の中で買い方は利益確定 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：高値圏のスイスフラン 

スイスフランは昨年末から上昇基調を強め、対ユーロで過

去最高値圏に浮上。世界の主要中銀の利下げ観測が広がる

なか、スイスの引き締め余地が背景にあります。一方、中東

の戦況悪化が警戒されており、フランの安全通貨としての買

いも継続しそうです。 

 

ユーロ・スイスフランは昨年12 月27 日、心理的節目の 1 ユ

ーロ＝0.94 フランを上抜け、同 29 日には過去最高値となる

0.9253フランまで値を切り上げました。年明け以降は伸び悩ん

でいるものの、0.94 フラン付近となお高値水準を維持していま

す。対円も 171 円付近と、やはり過去最高値を付けました。さ

らにドルやポンド、豪ドルなど他の主要通貨に対してもやはり

高値圏で推移しています。 

 

スイス中銀は 2022 年6 月に引き締めサイクルに入り、政策

金利をそれまでの-0.75％から 23 年6 月には+1.75％まで引き

上げました。その後同年9 月、12 月と、2 会合連続で据え置き

を決定。現時点で米連邦準備制度理事会（FRB）の早期利下げ

観測でドル売りに振れていますが、欧州中銀（ECB）も今年前

半にはハト派寄りに転じるとみられ、フランは消去法的に買い

が入りやすい状況です。 

 

スイスの消費者物価指数（CPI）は昨年夏場以降に前年比で

+2.0％を割り込んでいます。が、1 月 8 日に発表された 12 月

CPI は+1.7％と、前回の+1.4％から加速。中銀の引き締めは終

了したとみられるものの、各国・地域の金融政策への思惑が

交錯するなか、スイスの利下げは近くないとの見方からフラン

が買われています。今月25日開催のECB理事会は一段のユ

ーロ安・フラン高の要因と見込まれます。 

 

スイス経済の成長維持も、フラン買いを支えています。直近

7-9 月期国内総生産（GDP）は前期比、前年比とも低水準なが

らプラスを確保。国内物価は政府に統制やエネルギー価格が

反映しにくい構造のため、インフレの伸びは主要国のなかで

は低水準にとどまっています。小売売上高はなおマイナス圏

ながら改善しつつあり、目先はスイス経済を支える要因になる

とみられます。 

 

さらに安全通貨としての買いも継続しそうです。英米軍は 1

月 12 日に親イラン武装組織フーシ派を攻撃し、中東での戦況

悪化が警戒されています。ハマス・イスラエル紛争はいったん

休戦した後、戦闘が再開。今後イランが参戦した場合、第 5 次

中東戦争も想定されるでしょう。11 月の米大統領選でトランプ

前大統領再登板の現実味も増すなか、地政学リスクが高まれ

ばドルからフランへの資金流入も考えられます。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 



 

株式会社フィスコ 1 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 552 Weekly 
2024 01 22 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 資料編 
今週のＭａｒｋｅｔ Ｄａｔａ 

 

1 スケジュール 経済カレンダー  2-4 

  決算カレンダー  5 

     

2 レーティング 格上げ・買い推奨  6 

  格下げ・売り推奨  7 

     

3 投資主体別売買動向 総括コメント  8 

  市場別データ  9 

     

4 新規上場銘柄 結果とスケジュール  10 

     

5 一目均衡表雲抜け銘柄 雲上抜け銘柄（プライム） 11 

  雲下抜け銘柄（プライム） 12 

     

     

    

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週のマーケットデータ



 

株式会社フィスコ 2 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 552 Weekly 
2024 01 22 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

1月22日～1月27日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月22日 月 10:15 中・1年物ローンプライムレート(LPR)

10:15 中・5年物ローンプライムレート(LPR)

20:25 ブ・週次景気動向調査

24:00 米・景気先行指数(12月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

日銀政策委員会・金融政策決定会合(1日目)

欧・欧州連合(欧)外相理事会

1月23日 火 14:00 基調的なインフレ率を捕捉するための指標(日本銀行)

15:30 植田日銀総裁が会見

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

24:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(1月)

日銀政策委員会・金融政策決定会合(2日目)、終了後決定内容発表

米・大統領選のニューハンプシャー州予備選(共、民)

米・2年債入札

欧・欧州中央銀行(ECB)がユーロ圏銀行融資調査

1月24日 水 06:45 NZ・消費者物価指数(10-12月)

08:50 貿易収支(12月)

08:50 輸出(12月)

08:50 輸入(12月)

09:30 製造業PMI(1月)

09:30 サービス業PMI(1月)

09:30 総合PMI(1月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年)(日本銀行)

17:00 南ア・消費者物価指数(12月)

17:30 独・製造業PMI(1月)

17:30 独・サービス業PMI(1月)

17:30 独・総合PMI(1月)

18:00 欧・ユーロ圏製造業PMI(1月)

18:00 欧・ユーロ圏サービス業PMI(1月)

18:00 欧・ユーロ圏総合PMI(1月)

18:30 英・製造業PMI(1月)

18:30 英・サービス業PMI(1月)

18:30 英・総合PMI(1月)

23:45 加・カナダ銀行(中央銀行)が政策金利発表

23:45 米・製造業PMI(1月)

23:45 米・サービス業PMI(1月)

23:45 米・総合PMI(1月)

オートモーティブワールド開幕(26日まで)

香港・アジア金融フォーラム(AFF)(25日まで)

米・5年債入札

独・15年債入札
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月22日～1月27日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月25日 木 08:00 韓・GDP(10-12月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

10:00 第42回国際石油・ガス・持続可能エネルギー協力機関(JCCP)国際シンポジウム

13:00 航空連合が2024年春期生活闘争方針に関し記者会見

14:00 首都圏新築分譲マンション(12月)

14:30 全国百貨店売上高(12月)

14:30 東京地区百貨店売上高(12月)

15:00 工作機械受注(12月)

18:00 独・IFO企業景況感指数(1月)

20:00 ブ・FGV消費者信頼感(1月)

20:00 トルコ・中央銀行が政策金利発表

20:30 ブ・経常収支(12月)

20:30 ブ・海外直接投資(12月)

22:15 欧・欧州中央銀行(ECB)が政策金利発表、ラガルド総裁が記者会見

22:30 米・卸売在庫(12月)

22:30 米・耐久財受注(12月)

22:30 米・GDP速報値(10-12月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

24:00 米・新築住宅販売件数(12月)

月例経済報告(1月)

南ア・南アフリカ準備銀行(中央銀行)が政策金利発表

米・7年債入札

伊・2年債入札

1月26日 金 08:30 東京CPI(1月)

08:50 企業向けサービス価格指数(12月)

08:50 日銀政策委員会・金融政策決定会合議事要旨(12月18・19日分)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

18:00 欧・ユーロ圏マネーサプライ(12月)

20:00 ブ・FGV建設コスト(1月)

20:30 ブ・融資残高(12月)

20:30 ブ・ローン残高(12月)

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(12月)

21:00 ブ・IBGEインフレ率IPCA-15(1月)

22:30 米・個人所得(12月)

22:30 米・個人消費支出(12月)

22:30 米・個人消費支出(PCE)価格コア指数(12月)

24:00 米・中古住宅販売成約指数(12月)

通常国会召集

欧・ECB専門家予測調査

1月27日 土 10:30 中・工業企業利益(12月)
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Ｍａｒｋｅｔ展望 スケジュール 

日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（日）日本銀行金融政策決定会合 

23 日（火）決定会合の終了予定時刻は未定 

 

（予想は、金融政策の現状維持） 今回の金融政策決定会合では政策変更を見送るとの見方が支配的。2％物価目標実現への期

待はあるものの、年初に発生した能登半島地震が実体経済に与える影響などが考慮されることから、金融政策の現状維持が決ま

る見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（欧）欧州中央銀行（ECB）理事会 

25 日（木）午後10 時15 分結果判明 

 

（予想は、政策金利の現状維持） ユーロ圏経済はやや停滞気味だが、欧州中央銀行（ECB）理事会のナーゲル独連銀総裁は、

「インフレ率が依然として高いため、ECBが利下げを議論するのは時期尚早」と見方を伝えている。主要政策金利は今回も据え

置きとなる見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）10-12 月期国内総生産速報値 

25 日（木）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前期比年率＋1.8％） 参考となるアトランタ地区連銀の経済予測モデル「GDPNow」によると、前期比年率＋2.4％程

度と想定されている。利上げの影響は小さく、個人消費はまずまずの状況だが、サービス部門の活動がやや低下しており、7-9

月期との比較で成長率は大幅に減速する見込み。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）12 月コア PCE 価格指数 

26 日（金）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋3.0％） 伸び率は2021年4月以降で最小。エネルギー価格の上昇が抑制されていることが広範囲に影響を

与えているようだ。サービス価格の上昇率も鈍化しつつあり、12月の数値は11月実績を下回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

1月22日 5990 スーパーツール スタンダード 15:00 1月26日 8877 エスリード プライム 13:00

1月23日 5576 オービーシステ スタンダード 16:00 1月26日 9029 ヒガシ２１ スタンダード 15:00

1月23日 8218 コメリ プライム 15:00 1月26日 9143 ＳＧＨＤ プライム 15:00

1月23日 9691 両毛シス スタンダード 13:00 1月26日 9307 杉村倉 スタンダード -

1月24日 2408 ＫＧ情報 スタンダード 15:00 1月26日 9311 アサガミ スタンダード 15:00

1月24日 4684 オービック プライム 15:00 1月26日 9353 桜島埠 スタンダード 15:00

1月24日 4733 ＯＢＣ プライム 14:00 1月26日 9701 東会舘 スタンダード 14:00

1月24日 6146 ディスコ プライム 16:00 1月26日 9818 大丸エナ スタンダード 14:00

1月24日 6594 ニデック プライム 15:00 1月26日 9914 植松商 スタンダード 15:00

1月24日 7646 ＰＬＡＮＴ スタンダード 13:00 1月26日 9962 ミスミＧ プライム 16:00

1月25日 2664 カワチ薬品 プライム 15:00

1月25日 3969 エイトレッド スタンダード 15:00

1月25日 4556 カイノス スタンダード -

1月25日 4690 日パレット スタンダード 15:00

1月25日 5727 邦チタニウム プライム 15:00

1月25日 6210 東洋機械 スタンダード 15:00

1月25日 6629 テクノＨＲ スタンダード 16:00

1月25日 6659 メディアリンク スタンダード 15:00

1月25日 6755 富通ゼネ プライム 16:00

1月25日 6866 日置電 プライム 15:00

1月25日 7931 未来工業 プライム 15:00

1月25日 7970 信越ポリ プライム 15:00

1月25日 8864 空港施設 プライム 15:00

1月25日 8871 ゴールドクレ スタンダード 15:00

1月25日 9368 キムラユニティー スタンダード 15:00

1月25日 9782 ディーエムエス スタンダード 15:00

1月25日 9795 ステップ プライム 15:00

1月26日 1381 アクシーズ スタンダード -

1月26日 1972 三晃金 スタンダード 14:00

1月26日 2481 タウンニュース スタンダード 15:00

1月26日 2790 ナフコ スタンダード 15:00

1月26日 2804 ブルドック プライム -

1月26日 3841 ジーダット スタンダード 15:00

1月26日 3850 ＮＴＴＤＩＭ スタンダード 15:00

1月26日 4063 信越化 プライム 15:00

1月26日 4552 ＪＣＲファーマ プライム 16:00

1月26日 4657 環境管理 スタンダード 16:00

1月26日 4832 ＪＦＥ－ＳＩ スタンダード 15:00

1月26日 4973 高純度化 プライム 15:00

1月26日 5279 日興業 スタンダード 16:00

1月26日 5388 クニミネ工 スタンダード 15:00

1月26日 5609 日鋳造 スタンダード 15:00

1月26日 5906 ＭＫ精工 スタンダード 15:00

1月26日 6200 インソース プライム 17:00

1月26日 6305 日立建 プライム 15:00

1月26日 6954 ファナック プライム 15:00

1月26日 6988 日東電 プライム 16:00

1月26日 6999 ＫＯＡ プライム -

1月26日 7327 第四北越 プライム 16:00

1月26日 7381 北國FＨＤ プライム 13:00

1月26日 7477 ムラキ スタンダード 16:00

1月26日 7595 アルゴグラフ プライム 15:00

1月26日 7897 ホクシン スタンダード 16:00

1月26日 7939 研　創 スタンダード 15:00

1月26日 8341 七十七 プライム 15:00

1月26日 8383 鳥取銀 スタンダード 15:00

1月26日 8388 阿波銀 プライム 15:00

1月26日 8595 ジャフコＧ プライム 12:00

1月26日 8628 松井証 プライム 08:20

1月26日 8707 岩井ｺｽﾓ プライム -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 

Market Data 
 

決算カレンダー 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

1月15日 ＳＭＢＣ日興 3283 プロロジス 2→1格上げ 335000

3295 ヒューリックR 2→1格上げ 170000→180000

8954 オリックスF 2→1格上げ 203000

1月16日 シティ 6383 ダイフク 3→1格上げ 2600→3500

1月17日 みずほ 5975 東プレ 中立→買い格上げ 1770→2600

モルガン 5334 日特殊陶 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 3500→4500

6857 アドバンテス EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 3900→5700

6920 レーザーテック EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 24000→39900

8035 東エレク EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 24000→29500

東海東京 6962 大真空 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 700→1050

1月18日 シティ 6503 三菱電 2→1格上げ 2100→2600

大和 6857 アドバンテス 3→2格上げ 2750→6000

1月19日 いちよし 1813 不動テトラ A新規 3100

6794 フォスター電 A新規 2000

7966 リンテック A新規 4100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

1月15日 ＳＭＢＣ日興 3281 ＧＬＰ 1→2格下げ 165000

1月16日 みずほ 3116 トヨタ紡織 買い→中立格下げ 3000→2550

野村 5471 大同特鋼 BUY→NEUTRAL格下げ 1440

1月17日 いちよし 3387 クリレスＨＤ A→B格下げ 1300→1400

4413 ボードルア A→B格下げ 3200→4000

モルガン 4062 イビデン EQUALWEIGHT→UNDERWEIGHT格下げ 8000→6000

6807 航空電子 OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 3100→3050

7731 ニコン UNDERWEIGHT新規 2000

1月19日 シティ 4922 コーセー 3新規 8400

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

1月第2週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で1兆4989億円と買い越しに転じた。225先物とTOPIX先物は

買い越しに転じ、現物は買い越しを継続した。個人投資家は総合で1兆1352億円と売り越しを継続した。 

そのほか、投信は1483 億円と売り越しに転じ、都地銀も552億円と売り越しに転じた。生・損保は186億円と売り越しを継続

し、事法は1207億円と買い越しを継続、信託は2320億円と売り越しに転じた。 

なお、自己は現物で買い越しに転じ、TOPIX先物と225先物は売り越しに転じ、総合で803億円と買い越しを継続した。この週

の裁定残は前週末比617.32億円増（買い越し）とネットベースで1兆2687.30億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。週間

の騰落率は日経平均で6.59％の上昇だった。 

1 月第 2 週：外国人投資家は総合で買い越しに転じる 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/02 ▲10,986 3,855 5,415 697 1,670 ▲45 ▲376 ▲576

23/10/09 ▲3,205 ▲1,728 4,750 480 739 ▲46 ▲114 ▲590

23/10/16 ▲3,068 3,070 ▲636 620 1,433 ▲51 ▲163 ▲1,326

23/10/23 ▲4,130 1,267 766 13 1,092 ▲37 ▲276 900

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/02 9,160 ▲59 ▲8,100 24 0 180 ▲340 ▲1,274

23/10/09 3,543 184 ▲3,573 ▲8 5 ▲14 321 ▲527

23/10/16 1,369 ▲437 316 ▲90 5 ▲26 ▲959 ▲199

23/10/23 2,858 131 ▲2,428 34 ▲5 8 ▲470 ▲103

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/02 1,100 800 ▲6,000 1,140 110 149 ▲941 1,320

23/10/09 ▲2,731 ▲1,724 6,158 ▲242 ▲200 ▲92 462 ▲127

23/10/16 283 985 ▲621 ▲154 153 ▲9 ▲463 ▲289

23/10/23 795 386 ▲3,818 117 16 100 ▲426 882

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

1/19終値

(円)

SOLIZE 5871 スタンダード 2/7 - 995,200 0 - - 大和 -

事業内容：

Veritas In Silico 130A グロース 2/8 - 800,000 0 - - みずほ -

事業内容：

ＶＲＡＩＮ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 135A グロース 2/22 - 210,000 897,900 - - SMBC日興 -

事業内容：

エンジニアの派遣・請負による設計支援、3Dプリンターによる試作/最終製品の製作、および製品開発を革新するコンサルティング

mRNAを標的とする低分子創薬および核酸創薬のプラットフォーム事業

製造業向けＡＩソリューションの提供

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2301 学情 1788 1766.75 1541 2378 ルネサンス 921 907 916

2594 キーコーヒー 2117 2060.25 2114.5 2734 サーラ 821 754.5 764.5

2752 フジオフード 1450 1444 1406 3073 DDグループ 1522 1324 1147

3086 Ｊフロント 1378 1363.5 1278.5 3687 Ｆスターズ 1490 1476.25 1342.5

3836 アバントG 1446 1444.5 1435.5 4538 扶桑薬 2232 1998.5 2024.5

5933 アルインコ 1053 1033.25 992 5959 岡部 772 767.75 731.5

6590 芝浦 6650 6319 5492 7609 ダイトロン 2991 2923.75 2578

7981 タカラスタン 1709 1708.75 1567.5 8032 紙パル商 5000 4980 4905

8098 稲畑産 3110 3013 2803 8278 フジ 1973 1769.25 1915.5

9702 アイエスビー 1542 1521.5 1401.5 9824 泉州電業 3690 3505 3222.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1377 サカタのタネ 3745 4038.75 4517.5 1887 日本国土開発 539 592.25 588.5

1963 日揮HD 1717 1794.5 1786.5 2503 キリンＨＤ 2084 2117.5 2106

2587 サントリーＢＦ 4872 5046.25 4875 2811 カゴメ 3177 3263.5 3225.5

3179 シュッピン 1029 1040.5 1178.5 3291 飯田ＧＨＤ 2253 2355.5 2264

3371 ソフトクリエ 1691 1709.25 1782.5 3697 ＳＨＩＦＴ 25585 28197.5 25945

3762 テクマト 1643 1707 1669.5 3834 朝日ネット 619 635.75 619.5

3880 大王紙 1102 1107.25 1205.5 4082 稀元素 963 969.25 1160

4544 HUグループ 2702 2739.5 2923.5 4809 パラカ 1918 1957.75 1931

4951 エステー 1536 1541.75 1546 5384 ＦＵＪＩＭＩ 2854 3138.75 2861

6062 チャームケア 1176 1230.5 1199 6143 ソディック 722 731.75 767

6157 日進工具 1057 1109 1136 6289 技研製作所 2125 2218.25 2754.5

6370 栗田工 5312 5745 5605 6481 ＴＨＫ 2800 2962.25 2849

6742 京三製 460 474 464 6752 パナHD 1400 1537.75 1401.5

7085 カーブスHD 726 744.5 849 7172 JIA 807 1167.75 1253

7381 北國ＦＨＤ 4210 4416.25 4435 7595 アルゴグラフ 3745 3850 3820

7599 ＩＤＯＭ 811 868.5 815.5 7701 島津製 4125 4328 4177.5

8050 セイコーG 2641 2703.25 2995 8070 東京産 742 837 814.5

8203 ＭｒＭａｘ 622 628 642 8283 ＰＡＬＴＡＣ 4459 4941.75 4625

9006 京急 1305 1311.5 1397.5 9031 西鉄 2432 2440.25 2649.5

9044 南海電鉄 2878 3091.75 3008.5 9143 SGホールディングス 1998 2061.5 2070

9216 ビーウィズ 1828 2084.25 1834 9706 日空ビル 6035 6613.25 6175

9755 応用地質 2130 2242 2182

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒731-0123 広島市安佐南区古市3-1-2 ℡：082-225-7010 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11　 ℡：0848-23-8121 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401 萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084

本店営業部

竹 原 支 店

三 原 支 店

因 島 支 店

呉 支 店

府 中 支 店

尾 道 支 店

古市営業所

海田営業所

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

岡山営業所

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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